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中
川
成
美
先
生
に
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
の
期
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
立
命
館
大
学
人
文
学
会
は
、
先
生
の
積
年
の
ご
功
績
を
称
え
、
深
い
感
謝

の
意
を
表
す
た
め
、
こ
こ
に
退
職
記
念
の
論
集
を
編
ん
で
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
一
九
七
五
年
に
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
を
ご
卒
業
後
、
同
年
、
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
日
本
文
学
専
攻
に
進
学
さ
れ
、

一
九
八
四
年
に
は
同
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
数
多
く
の
教
育
機
関
な
ど
で
教
育
・
研
究
に
従
事
さ
れ
た
後
、
一
九
八
七

年
よ
り
同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
に
着
任
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
は
立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
攻
助
教
授
と
し
て
移
籍
し
、
翌
年
に
は
教
授
に
昇
任

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
は
、『
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
想
像
力
―
文
学
と
視
覚
性
』（
新
曜
社
）
を
以
っ
て
、
立
教
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
研
究
業
績
一
覧
で
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
長
年
、
近
代
日
本
文
学
分
野
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
主
た
る
研
究
分
野

は
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
20
世
紀
日
本
人
の
海
外
体
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
と
り
わ
け
、
日
本
近
代
に
あ
っ
て
モ
ダ
ニ
テ
ィ
は
い
か
な
る
問
題
を
提
示
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
文
学
が
残
し
た
膨
大
な
テ
ク
ス
ト
か
ら
精
緻

に
検
討
し
、
近
代
日
本
が
構
築
し
た
制
度
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
国
民
国
家
な
ど
の
多
面
的
な
領
域
か
ら
の
読
み
替
え
を
主
要
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
先

生
は
、
ご
共
著R
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）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
自
身
の
研
究
活
動
を
国
外
に
も
広
め
ら
れ
、
世
界
的
視
野
か
ら
近

代
日
本
文
学
・
文
化
批
評
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
招
聘
講
演
（
二
〇
〇
八

年
十
月
）
な
ど
、
海
外
で
の
ご
活
躍
に
よ
りN
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の
名
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
先
生
の
指
導
を

受
け
る
べ
く
文
学
研
究
科
の
門
を
た
た
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
界
活
動
に
お
い
て
は
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
、
日
本
近
代
文
学
会
、
日
本
比
較
文
学
会
、
国
際
比
較
文
学
会
、
ア
メ
リ
カ
日
本
文
学
会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本
学
会
、
国
際
文
学
博
物
館
会
議
な
ど
を
拠
点
に
幅
広
く
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
大
学
院
生
な
ど
若
手
研
究
者
の
指
導
や
育
成
に
も
注
力
さ
れ
る

な
ど
、
先
生
の
研
究
と
教
育
の
両
面
か
ら
の
ご
尽
力
に
対
し
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



二

一
方
、
先
生
は
『
京
都
新
聞
』（
朝
刊
：
全
26
回 

二
〇
〇
八
年
四
月
二
十
七
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
）
に
「
忘
れ
ら
れ
た
物
語
」
と
題
す
る
読
者
を
魅
了
す
る
エ
ッ
セ
イ
を

連
載
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
京
都
文
化
の
発
見
や
発
掘
、
情
報
発
信
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
大
阪
・
京
都
文
化
講
座　

京
都
・
大
阪
街
歩
き

－

文

学
・
芸
術
・
映
画
の
舞
台
を
仮
想
探
訪
す
る
」（
本
学
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、
大
阪
大
学
・
21
世
紀
懐
徳
堂
と
の
共
催
）
で
の
「
川
端
康
成
の
関
西

－

故

郷
と
異
郷
」
と
題
す
る
講
演
や
、「
国
民
国
家
と
多
文
化
社
会
」（
国
際
言
語
文
化
研
究
所
二
〇
〇
八
年
秋
季
企
画
連
続
講
座
「
格
差
拡
大
社
会
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
第
19
回
シ
リ
ー

ズ
）
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
な
ど
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
日
本
お
よ
び
文
学
と
い
う
領
域
を
超
え
た
、
現
代
の
社
会
や
芸
術
文
化
へ
の
新
た
な
創
造
に
向
け
た
提

言
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
川
先
生
は
教
育
・
研
究
の
み
な
ら
ず
大
学
行
政
に
も
尽
力
さ
れ
、
数
度
に
わ
た
る
日
本
文
学
専
攻
の
主
任
を
は
じ
め
、
文
学
部
副
学
部
長
お
よ
び

文
学
研
究
科
長
、
さ
ら
に
は
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
長
な
ど
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
学
部
・
大
学
院
・
全
学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
先
生
の
厚
い
ご
経
験
と
高
い
見
識
が
、
い
か
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
学
部
教
授
会
は
、
永
年
の
ご
貢
献
に
謝
意
を
表
す
る
た
め
、
来
る
四
月
一
日
付
で
先
生
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
お
贈
り
す
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
わ
た
く
し
ど
も
後
進
を
見
守
り
、
文
学
部
お
よ
び
文
学
研
究
科
の
教
学
発
展
の
た
め
、
ご
助
言
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
す
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
　
　
　

二
〇
一
七
年
二
月
二
十
五
日

立
命
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大
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人
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部
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